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○特別弔慰金の趣旨
　戦後７０周年に当たり、今日の我が国の平和と繁栄の礎となった戦没者等の尊い犠牲に思いをいたし、国

として改めて弔慰の意を表するため、戦没者等のご遺族に特別弔慰金（記名国債）を支給するものです。

　第十回特別弔慰金については、ご遺族に一層の弔慰の意を表するため、償還額を年５万円に増額するとと

もに、５年ごとに国債を交付することとしています。

第十回特別弔慰金が支給されます戦没者等のご遺族の皆さまへ

○支給対象者
　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成２７年４月１日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や「戦

傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」等を受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、次の

順番による先順位のご遺族お一人に支給。

１　平成２７年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
２　戦没者の子
３　戦没者等の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
　　※戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件を満たしているかどうかにより、
　　　順番が入れ替わります。
４　上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪等）
　　※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係を有していた方に限ります。

○支給内容　額面２５万円、５年償還の記名国債

○請求期限　平成３０年４月２日まで

　　　　　 （請求期限を過ぎると第十回特別弔慰金を受けることができなくなりますので、ご注意ください。）

○請求窓口・問合せ　町民福祉課 民生年金グループ　☎２１－２１２０

戦後海外から引き揚げて来られた方々へ
　税関では戦後、海外から引き揚げて来られた方々からお預かりいたしました、約 87 万件の下記の

ような未返還の保管証券類をお返ししております。

○終戦後、海外から引き揚げて来られた方々が、上陸地の税関・海運局に預けられた通貨・証券。
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　在外公館、日本人自治会に預けられた通貨・証券等のうち日本に返還されたもの。

　《税関で保管している紙幣》

【保管証券類とは…】
　税関が保管している通貨・証券類とは、日本銀行券（新・旧）、旧日本軍軍票、預貯金証書、国債

証書などをいいます。上陸港で引揚者から税関が預かった『上陸港扱いの保管物件』と外地からの引

き揚げの際、在外公館または日本人自治会へ寄託され、最終的に税関に移管された『外地扱いの保管

物件』があります。

　返還の請求はご本人だけでなくご家族の方々でも構いません。『もしかしたら家にも…』とお気付
きの方は、お気軽に最寄りの税関までお問合せください。

◆問合せ
　・〒 047―0007　

　　小樽税関支署　統括監視官（小樽市港町 5 番 2 号）　　  　

　　☎０１３４―２３―４１６３

　・函館税関ホームページ

      　http://www.customs.go.jp/hakodate/


